
公   示 

次のとおり、公募します。 

 

令和３年９月１３日 

公益社団法人福岡県シルバー人材センター連合会 

事務局長  原 則正 

 

１ 公募内容 

（１）業務の件名 

令和３度事業 令和４年度カレンダー作成業務 

（２）業務の趣旨 

シルバー人材センター事業に係る広報・啓発活動用カレンダーの作成 

（３）内容 

別添『仕様書』のとおり 

 

２ 公募に参加する者に必要な資格に関する事項 

（１）予算決算及び会計令第７０条の規定に該当しない者であること 

なお、未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必 

要な同意を得ている者は、同条中、特別な理由がある場合に該当する 

（２）予算決算及び会計令第７１条の規定に該当しない者であること 

（３）厚生労働省から業務等に関し指名停止を受けている期間中でないこと 

（４）経営状態が著しく不健全であると認められる者でないこと 

（５）商法その他の法令の規定に違反した営業を行った者でないこと 

 

３ 公募内容等の条件を満たす旨の意思表示 

この公募内容等の条件を満たしている者で、参加を希望する者は、以下に従

い意思表示を行うこと。 

（１）意思表示期限 令和３年９月１７日（金）１７時まで 

（２）公益社団法人福岡県シルバー人材センター連合会 

（３）意思表示方法 ＦＡＸ又は郵送（期限まで必着、持参も可） 

（４）意思表示様式 様式任意（別添） 

 

４ 仕様書等を交付する日時及び場所 

（１）日時 令和３年９月２１日（火）１７時まで 

（２）場所 下記８に同じ 



５ 見積書等の提出期限 

（１）提出期限 令和３年９月３０日（木）１７時 

（２）提出先  下記７に同じ 

（３）提出方法 直接提出又は郵送とする 

 

６ その他 

公募の結果、意思表示者が複数の場合、仕様書を満たす者のうち、最も価格が

低い者を契約の相手方に決定するものとする。 

 

 

７ 担当者・連絡先 

〒８１２－００４６ 

福岡市博多区吉塚本町９番１５号 福岡県中小企業振興センタービル８階 

公益社団法人福岡県シルバー人材センター連合会  

ＴＥＬ ０９２－６２３－５６５６  ＦＡＸ ０９２－６２３－５６７７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

様式例                        

                         令和  年  月  日 

公益社団法人福岡県シルバー人材センター連合会 

       事務局長  原  則 正 殿 

 

              所 在 地 

              名 称 

              代表者名                       ○印  

 

シルバー人材センター普及・啓発事業に係る公募内容等の条件を 

満たす旨の意思表示について 

 

 

 当事業所は、貴連合が公募するシルバー人材センター普及・啓発事業に係る啓発用品作成業

務について応募したいので、その旨を表示します。なお、当事業所は、下記記載の事項につい

て相違ないことを申し添えます。 

 

記 

 

1 当事業者は、予算決算及び会計令第７０条の規定に該当しません。 

 

2 予算決算及び会計令第７１条に規定に該当しません。 

 

3 厚生労働省及び地方支分部局から業務等に関し指名停止を受けておりません。 

 

4 経営状態が著しく不健全ではありません。 

 

5 商法その他の法令の規定に違反した営業を行っておりません。 

 

 

 

＜担当者＞ 

氏  名  

電話番号  

 



（参考）予算決定及び会計令 

第２節  一般競争入札 

第１款 一般競争参加者の資格（第70条～第73条） 

第２款 公告及び競争    （第74条～第82条） 

第３款 落札者の決定等   （第83条～第93条） 

 

（一般競争入札に参加させることができない者） 

第70条 

 契約担当官等は、売買、貸借、請負その他の契約につき会計法第29条の3第1項

の競争（以下「一般競争」という）に付するときは、特別の理由がある場合を除

くほか、当該契約を締結する能力を有しない者及び破産者で復権を得ない者を参

加させることができない。 

 

（一般競争入札に参加させないことができる者） 

第71条 

 契約担当官等は、次の各号の一に該当すると認められる者を、その事実があった

後に２年間一般競争に参加させないことができる。これを代理人、支配人その他の

使用人として使用する者についても、また同様とする。 

１ 契約の履行にあたり故意に工事若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品質若し

くは数量に関して不正の行為をした者。 

２ 公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し若しくは不正の利益を得

るために連合した者。 

３ 落札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げた者。 

４ 監督又は検査の実施にあたり職員の職務執行を妨げた者。 

５ 正当な理由がなくて契約を履行しなかった者。 

６ 前各号の一に該当する事実があった後２年を経過しない者を、契約の履行に当

り代理人、支配人その他の使用人として使用した者。 

 

２ 契約担当官等は、前項の規定に該当する者を入札代理人として使用する者を一般

競争に参加させないことができる。 


